
連続無事故日数（1/２０現在） 

傷 害 事 故   ４１８日 
           ( 記録更新中 ) 

賠償責任事故  ２１６日 

交通賠償事故    １７０日 

 

 例年になく寒い冬となっています。昨年の依頼の積み残しがある一部の屋外作業で
は、まだフル操業です。寒空の中を元気に就業されている会員さんには、頭がさがる
思いです。元気だから就業できるのか、就業するから元気なのか…。たぶん、両方の
相乗効果で皆さんハツラツとされているのでしょう。寒さに負けず、ご安全に！ 

 

✶ 

どんどん目立とう！！ 

              

        

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

本年も無事故で過ごせると確信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 
 

(社）小郡大刀洗広域シルバー人材センター 

 安全就業委員会発行 
会員ニュース第９号 

(平成２３年１月) 

小郡警察署より「会員さんの交通安全に役立ててください。」と、反射素材のシールを頂戴しました。

今回、全会員に配布しておりますので、是非活用してください。 

 新年明けましておめでとうございます。６日の安全祈

願では、皆様の代表として静粛な神殿で玉串を捧げ、新

たな気持ちで健康で安全に就業できますようご祈願いた

しました。 

 おかげ様で現在一年以上、傷害事故はゼロで推移して

おります。センター設立以来、初めてのことだそうで、

安全就業委員会、事務局とも喜んでおります。これは、

会員皆さんが“悲惨な事故をもう二度と起すまい”と危

機意識をもって、安全に取組んだ結果だと思います。 

 しかしながら、福岡県内ではすでに４件の重篤事故が

起きております。交通事故（特に自転車、バイク）、剪定

での転落、刈払での石跳ね事故、と同じような事故が後

を絶ちません。当センターの安全パトロールでも、だい

ぶ改善されてきたとは言え、まだ一部の人が作業別安全

就業基準を無視した作業をしているのを見かけます。い

つまた事故につながるかと大変不安を感じます。安全就

業委員会では、そうした小さな不安全の芽を摘み、全て

の会員に安全意識をもってもらうよう活動を続けてまい

ります。 

安全就業は皆さんお一人お一人が主役です。事故を未

然に防ぎ、健康で明るく笑顔で充実したシルバー人生を

楽しんでいただきたいと思っています。そのためにも、

現在のこの素晴らしい記録が一日でも永く続くことを願

っております。 

安全就業委員長 石橋 眸  

  

1 月６日（木）小郡市大保の御

勢大霊石神社にて安全祈願を行

いました。時おり雪が舞い散る天

気でしたが、５８名の皆さんにお

集まりいただきました。祈願後、

松尾理事長、石橋安全就業委員長

から「今年も安全就業」で 

と新年のごあいさつを 

申し上げました。 

✶ 
✶ 

✶ 

時速60㎞の車の停止距離は37ｍです。 

歩行者の視認性 



◇発生日時 平成２３年１月７日（金） 
午前９時３０分頃 

◇会  員 女性 ７２歳 
◇作業内容 清掃 
◇発生状況 マンションの外階段を清掃中、す

べって階段を数段落ちた。当日は

みぞれ混じりの寒い日で、濡れた

部分が凍っていた。履物は長靴を

使用。お尻を打ち受診したが、今

回とくにケガはなかった。 

《安全標語優秀賞作品》  自転車も 軽車両 法律守って 安全走行（中央・緑班 藤原忠行会員） 

どんどん目立とう！その２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 最近、放射冷却のせ
いか明け方から深い霧
がでることがありま
す。こんな時は、車の
ライトを点灯しましょ
う。先日の霧の朝、視
界不良のため交通事故
があったようです。フ
ォグランプでなくても
構いません。自分の存
在をアピールして危険
を少しでも遠ざけまし
ょう。 

雪道（路） 

 

冬場は特に危険がいっぱい。 
シルバー傷害保険で一番多く発生しているのは、
“滑ったり、踏み外したり、障害物や段差につま
ずく”転倒によるケガです。（事故全体の３割を
しめ、就業中だけでなく、その内の３割は就業途
上に発生。あらゆる職種で多く起こっています。） 

霜 

凍結 

 
斜面 

 

階段 

 

障害物 

 

段差 

高齢者が転びやすいのは、足首が硬く

なっていたり、物が見えにくくなっているの

も原因の一つです。 
 
足首をぐるぐる回したり、前後するストレ

ッチをして柔軟にしておくとつまずくことが

少なくなるようです。転倒防止のために足

首のストレッチを始めてはどうでしょう。入

浴時や入浴後、温まった状態ですると効

果的。 

また、朝夕や室内が薄暗いときには、段

差などに特に注意をして歩きましょう。急

ぎ動作も事故のもと、あわてずに。 

❏作業現場では… 
 ✓使用器具は、正しい場所に置き、通路を確保する。 

 ✓荷物を運搬するときは、通路上に障害物がないことを確認する。 

障害物をまたぐようなことはしない。 

 ✓作業着手前に、段差、路面の凹凸などを確認する。 

 ✓屋外では、濡れた場所や霜・凍結には十分注意する。 

 ✓箒で掃く時は、前向きで作業を進める。 

 ✓洗剤をぬった床、水に濡れたタイル床などの清掃は、特に滑る 

ので注意する。 

❏日常生活でも… 
 ✓サンダルやスリッパは履かず、滑り止めのある靴を履く。 

 ✓ポケットに手を入れて歩かない。 

 ✓階段の上り下りは、急がずゆっくり確実に、足を運ぶこと。 

『就業年齢制限』の実施について 

 平成２３年１月１日現在で、７５歳以上の会員さんは８７名（全体の２０％）でした。うち、年

齢制限の対象となる職種で就業中の方は２０名となり、すでに“意向調査書”をお送りしてい

るところです。２月にはご本人、班長、事務局での聞き取り面談を実施いたします。加齢にと

もなって、安全面で就業に支障がでていないか、日頃の安全意識や行動に問題はないかを

確認させていただきます。また、対象職種以外の方にも、担当職員より最近の様子等をお

伺いするく場合があります。 

 何か肩たたきにあっているようで気分が良いものではないかも知れませんが、これも“ただ

会員さんに無事故でいて欲しい”がための安全就業基準です。どうぞ、ご理解、ご協力をお

願いいたします。 

  

  

加齢による筋力の衰え、平衡機能の低下、 

視力の低下、視野の狭まり 


